
 

 

健康福祉委員会資料 

（健康福祉局関係） 

 

１ 請願・陳情の審査 

 （１）請願第３１号 社会福祉法人らぽおるの樹の運営に関し、川崎市健康

福祉局の監査及び指導体制の社会福祉法の運用の観点

からの検証と抜本的な見直しに関する請願 

 

資 料 社会福祉法人らぽおるの樹に対する指導監査等について 

 

 

 

令和７年１１月１３日 

健康福祉局 
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社会福祉法人らぽおるの樹に対する指導監査等について（１／２） 

１ 法人の概要  

(1) 名称：社会福祉法人らぽおるの樹（本部：多摩区南生田６―８―２） 

(2) 設立：平成２１年１２月９日（「ＮＰＯ法人らぽおる」からの事業移管により設立。ＮＰＯ法人は現存。） 

(3) 事業：第二種社会福祉事業（障害福祉サービス事業等）、公益事業 

（事業所一覧：R7.10.1 現在） 

No. 事 業 所 名 事 業 内 容 所 在 地 定員 

1 ヘルパーステーション海 

居宅介護 

重度訪問介護 

行動援護 

高津区 - 

2 ｋｏｋｏｎａｒａ 

生活介護 

就労継続支援Ｂ型 

日中一時支援 

多摩区 

20 名 

10 名 

10 名 

3 グループホームあまぐり 共同生活援助 多摩区ほか 63 名 

4 日中一時支援はぁもにぃ 日中一時支援 多摩区 10 名 

 

２ 社会福祉法人の役割と責任 

社会福祉法第２４条第１項において、経営の原則等として、「社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい

事業を確実、効果的かつ適正に行うため、自主的にその経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉サ

ービスの質の向上及び事業経営の透明性の確保を図らなければならない。」ことが規定されている。 

社会福祉法人の経営組織は、業務執行の決定機関である理事会、法人運営に係る重要事項の議決機関である評

議員会、理事の職務執行の監査を行う監事がそれぞれの役割を担うことで、法人の自主性及び自立性を確保し、

適正な運営をすることが求められている。 

 

３ 行政の役割 

 

根拠法：社会福祉法 

・社会福祉法人の許認可及び法人に対する指導監査を行い、法人運営に係る助言指導を行う。 

・社会福祉法人に対する指導監査については、国の社会福祉法人指導監査実施要綱において、「法人の自主性及び

自立性を尊重し、法令又は通知等に定められた法人として順守すべき事項について運営実態の確認を行うことによ

って、適正な法人運営と社会福祉事業の健全な経営の確保を図る」ことを目的に実施することが規定されている。 
 

 

根拠法：障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）、児童福祉法 

・事業所の指定及び事業所に対する指導監査を行い、事業所運営に係る助言指導を行う。 

・事業所に対する指導監査については自立支援給付に関する業務等が適正かつ円滑に行われるよう、法令等に基づ

く適正な事業実施を確保するとともに、「指定障害福祉サービス事業者等指導指針」及び「指定障害福祉サービス

事業者等監査指針」において自立支援給付対象サービス等の質の確保及び自立支援給付の適正化を図ることなどが

示されている。 

資料 

(R6 から運営指導) 

４ 法人（本部）に対する指導監査 

「社会福祉法人らぽおるの樹」に対する指導監査の状況（平成 29年度社会福祉法改正後） 
 

実 施 日 監査の種類 監査結果（主な指摘事項） 

H30.3.15 一般（定期） 
文書指摘 5件、口頭指摘 3件 

（議事録の記載・保存、役員選任手続、寄附金管理など） 

R1.6～ 当該法人に関する不適切な会計処理や不安定な経営体制に係る訴え 

R1.11.15 一般（随時） 
文書指摘 3件、口頭指摘 7件 

（法人外部への１千万円の貸付、会計処理など） 

R2.10.13、14 一般（随時） 
文書指摘 4件、口頭指摘 4件 

（理事会招集通知、会計処理、議事録の作成・保存など） 

R3.10.20 

特別指導監査 

＜実施理由＞ 

・監査指摘事項未

改善 

・不安定な法人管

理・運営体制 

・4 事業所行政処

分（R3.9.30） 

改善勧告 

・業務の適正を確保するための内部管理体制整備 

・経営改善に向けた事業計画策定及び定期報告 

 （報告書提出から 1、3、6、12 か月後に定期報告すること） 

※R4.1.28 改善報告書提出→R4.2.17 内容不十分につき報告内容修

正等の再勧告を実施→R4.3.11 改善報告書再提出 

 R4.4.10：1 か月後報告、R4.6.10：3 か月後報告、R4.9.12：6か

月後報告、R5.3.10：12 か月後報告をそれぞれ受理 

文書指摘１件、口頭指摘 3件（会計処理など） 

R4.9.2 一般（随時） 口頭指摘 3件（会計処理など） 

R6.2.14 一般（随時） 
文書指摘 8件、口頭指摘 2件 

（役員選任手続、会計処理など） 

R1～随時 その他 
法人役員等との電話・面談による運営状況等の確認及び経営改善に

関する助言・指導 

R6 年度以降 その他 

 R6.2.14 の監査の状況及び R5 年度決算状況を踏まえ、継続的な確

認や助言・指導が必要と判断し、1～２月に一度、対面による理事

長等との対話を通じて、適正な法人運営と社会福祉事業の健全な経

営の確保に向けて取り組んでいる。 

R8.1 

（実施予定） 
一般（随時） 

これまでの指導監査及び随時の報告内容の進捗状況を実地にて確

認する予定 

・一般指導監査(定期)：原則 3年に 1回実施（法人本部の運営等に特に大きな問題が認められない場合） 

・一般指導監査(随時)：法人等の運営等に問題が発生した場合等において随時に実施 

・特別指導監査：法人等の運営に重大な問題や不祥事の発生がある場合など、問題等の内容に応じて実施 

※指摘事項について改善が図られない状況が確認された場合、改善勧告を行い、改善命令等の行政処分措置

を講ずることができる。 

(1) 法人に対する行政の役割 

(2) 事業所に対する行政の役割 
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６ 当該法人に係る議会等の対応 
 

時 期 事  項 本市の対応等 

R1.6 月～ 

現在に至るまで、請願者から当該法人に関

する要望等を受ける 

・質問状、陳情書（健康福祉局あて）、面談、

電話等による問い合わせや SNS での発信

等 

 

以降も、当該法人に係る質問・要望等の連

絡 

質問・要望等に対して、適宜、内容に応じた確

認等を行ったうえで、文書や面談、電話による

回答及び説明等を実施 

・法人に確認し回答 

・法人への伝言・助言・指導 

・厚生労働省や県など関係機関との連携 

など 

R3.11.11 健康福祉委員会（第 88号陳情審査） 継続審査 

R4.7.28 陳情書取り下げ（第 88号）  

R4.11.25 健康福祉委員会（第 130 号陳情審査） 不採択 

 

７ 現在における当該法人への本市の対応 

・法人運営の改善に向けて、指導監査のほか 1～２月に一度の理事長等からの対面報告による状況確認を実施 

・報告時は、法人の改善計画に基づき、運営・経営状況について確認。適宜、助言・指導を実施 

・事業所に対する運営指導や助言・指導の実施 

併せて 

・請願者からの連絡・問合せ（電子メール、電話等）に対し、適宜、内容に応じた対応を実施 

 

８ 指導監査体制の強化に向けたプロジェクト会議の設置 

(1) 目  的：局内指導・監督を所管する部署（高齢・障害・法人）が指導監査情報等を共有し、連携することで

指導監査の効果的な実施を図る。 

(2) 設  置：令和 3年 11 月 

(3) 関係部署：企画課、施設課、地域包括ケア推進室、高齢者事業推進課、障害者施設指導課、障害福祉課 

(4) 開催状況：令和 3年度 3 回、令和 4年度 5 回、令和 5年度 4 回、令和 6年度 4 回、 

令和 7年度 3回（R7.11.13 現在） 

(5) 検討内容：情報共有の仕組みづくり、法人及び事業所への効果的・効率的な指導・監査手法等 

 

９ 請願の要旨に対する本市の考え方 

社会福祉法人らぽおるの樹に対しては、法人への指導監査等を実施の上、運営状況等の把握に努め、適宜、助言・

指導を行うほか、事業所への運営指導等を随時実施し、法令違反に対しては行政処分を行うなど、所轄庁として監

督業務を履行している。 

今後とも法人及び事業所の改善状況等の確認に努めるとともに、利用者保護を第一に、適正な法人運営と事業の

健全な経営の確保が行われるよう、引き続き、指導監査に加え、必要な助言・指導及び伴走型支援を行っていく。 

５ 事業所に対する実地指導及び監査 

「らぽおるの樹」開設事業所に対する指導、監査の状況（平成 29年度以降） 
 

実 施 日 種 類 対象事業所（サービス名） 指導等結果（主な指摘） 

H29.7.13 実地指導 

グループホームあまぐり 

（共同生活援助） 

文書指摘 14 件（計画未作成、加算要件不備、 

預り金体制不備等） 

みち（計画相談支援） 

※R7.5.31 事業廃止 

文書指摘 3件（利用計画不備、虐待防止体制 

不備、苦情処理体制不備等） 

R2.8.27、28 実地指導 
グループホームあまぐり 

（共同生活援助） 

文書指摘 9件（計画未作成、加算要件不備、 

預り金体制不備等） 

R2.10.26 
法人から、事業所統括責任者である理事が特定の利用者にかかる給付費を不正請求したこと

について報告を受ける 

R2.11.11 

R3.1.21 

実地指導 

→監 査 

ヘルパーステーション海 

（行動援護） 

指定の一部効力停止 1か月の処分 

（運営基準違反、不正請求） 

処 分 日：R3.9.30 

処分期間：R3.11.1～11.30 

返 還 金：1,405,355 円（ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ海） 

     1,057,363 円（原っぱ） 

R2.11.17 

R3.1.29 

実地指導 

→監 査 

日中一時支援原っぱ 

（日中一時支援） 

※R5.7.31 事業廃止 

R2.11.20 

R3.1.21 

実地指導 

→監 査 

児童発達支援事業所ドナルド 

（児童発達支援、放課後等デイ

サービス） 

※R4.2.28 事業廃止 

指定の全部効力停止 1か月の処分 

（人員基準違反、運営基準違反、不正請求） 

処 分 日：R3.9.30 

処分期間：R3.11.1～11.30 

返 還 金：5,938,337 円 

R3.1.21 監 査 

児童発達支援事業所ドナルド 2 

（児童発達支援、放課後等デイ

サービス） 

※R4.1.31 事業廃止 

指定の全部効力停止 3か月の処分 

（人員基準違反、運営基準違反、不正請求） 

処 分 日：R3.9.30 

処分期間：R3.11.1～R4.1.31 

返 還 金：29,930,358 円 

R5.8.23 実地指導 

ヘルパーステーション海 

（居宅介護、重度訪問介護、行

動援護） 

文書指摘 2件（虐待防止体制整備の不十分等） 

R7.11.4 運営指導 
グループホームあまぐり 

（共同生活援助） 
資料精査中 

・実地指導：事業所の適正な運営を確保するため、事業所を訪問し備付けの書類を確認し、事業所職員と面

接する形で実施し、必要な助言指導を行う。(R6 年度から「運営指導」に名称変更） 

・監査：行政上の措置（勧告、命令等）に該当する内容であると疑われる場合などに実施     

※監査を行った結果、法令等の違反、又は改善が図られない状況が確認された場合、行政処分等の措置を講

ずることができる。 

社会福祉法人らぽおるの樹に対する指導監査等について（２／２） 
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